
開講区分 後期

学科・ｺｰｽ トータルビューティ科・全コース 曜日・時間

回 テスト配点

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

科目名
（英）

必修
選択

必修 年次 2 各担任

オリエンテーション導入教育Ⅳ
（Orientation&Introduction）

授業
形態

演習
総時間
（単位）

15
(1)

担当教員

　【学習の目的】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

【目的】
自分の将来を考え、社会人、企業人として、仕組みやマナーについて理解し、これからの学習について知識を身につける。

【教員】社会経験13年以上ある教員が、社会に必要な知識「社会人基礎力」を中心に社会に必要な知識を教える。

　【授業を通じての到達目標】　

これからの学びについて意識向上を図り、授業を受ける体制を理解する。

　【使用教科書・教材・参考書】　 　【授業外における学習】

講師作成資料・教材配布

授　業　概　要

【到達目標】卒業に向けて心構えを持つ
卒業までの身構え・気構え・心構えをもつ。

【到達目標】クラス運営を理解する
自分の将来を考え目標設定ができる

【到達目標】学びを理解する
トータルビューティ科の学びについて理解する

【到達目標】専門分野に必要な知識を知る
自分の進む道に必要な知識をしり、活躍できる人物を理解する。

【到達目標】就職分野を知る
卒業後、３年後、５年後、具体的な目標を考えることが出来る。

【到達目標】原宿キャンパスを理解する
学校がある原宿について理解し、原宿を知る。

【到達目標】振り返り
ここまでの振り返りを行い、今の自分を見つめ直す。

【到達目標】ポートフォリオ作成
卒業にむけて自分の想いを書くことができる。

　【特記事項】
　【評価について】

●評価はS・U・Eでおこなう。
　S…合格（認定）
　U…不合格（認定せず）
　E…不合格（出席不良）

●評価方法
　評価基準に関しては別紙「授業評価表」に則り、点数化し評価
する。



開講区分 後期

学科・ｺｰｽ トータルビューティ科・全コース 曜日・時間

回 テスト配点

1

2 ４点

3

4

5 ４点

6

7 中間テスト２０点

8

9 ４点

10

11 ４点

12

13 ４点

14

15 定期試験６０点　

科目名
（英）

必修
選択

必修 年次 2 各担任

行事・卒業式プログラム

授業
形態

講義
総時間
（単位）

30
（2）

担当教員

　【学習の目的】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

【目的】
自分の将来を考え、社会人、企業人として、仕組みやマナーについて理解し、対応力を身につける。
経済産業省が主催した有識者会議により、職場や地域社会で多様な人々と仕事をしていくために必要な基礎的な力を養う。
「社会人基礎力」チームで働く力（①発信力　②傾聴力　③柔軟性　④状況把握力　⑤規律性　⑥ストレスコントロール力）

【教員】社会経験13年以上ある教員が、社会に必要な知識「社会人基礎力」を中心に社会に必要な知識を教える。

　【授業を通じての到達目標】　

・社会人として仕事をスムーズに進められる方法、社会人として対応できる知識を理解する。
・社会人としての知識を身につけ、説明できるようになる。
・美容業界のプロとして社会人になる為の知識を深める。

　【使用教科書・教材・参考書】　 　【授業外における学習】

【到達目標】柔軟性
相手の意見に耳を傾けて丁寧に聴く力を身に付ける。

筆記用具、授業用ファイル（配布した使用はファイリングのうえ持参）

授　業　概　要

【到達目標】目標を見直す（人生100年時代・自分の人生を計画する）
現時点の進捗を確認し、修正の目標や到達点を考え行動変容に活かす。

【到達目標】社会人基礎力6の重要性を伝えることができる
グループに分かれて①主体性②働きかけ力③実行力考えぬく力④課題発見力⑤計画力⑥創造力を相
手に伝えることが出来る。

【到達目標】発信力を理解し自分から発信できる
自分の意見を分かりやすく表現し相手に伝えられる。

【到達目標】伝達力を高めて報告・連絡・相談ができる力を身に付ける
社会人として相手に何かを伝えるときの方法を理解し、グループワークで実践できるようになる。

【到達目標】プレゼンテーション力を身に付ける（発信力+伝達力の相乗効果）
進んで情報を発信し意見を分かりやすく、相手に行動変容させるように伝えられるようになる。

【到達目標】傾聴力をつけて相手の話を理解し需要できる
伝言ゲームワークシートを活用し聴き上手になり、相手の話しやすい雰囲気を作る。

【到達目標】中間試験
１～７週まとめを理解し説明できる。

【到達目標】企画力を発揮しイベントを提案できる
クラスで行うイベントを自ら考え実行するための運営と役割を考える。「year-end party」

　【特記事項】
　【評価について】

●小テスト20点、中間テスト20点、定期試験60点　計100点満点

●評価
Ａ評価（90～100点）/Ｂ評価（80～89点）/Ｃ評価（70～79点)
Ｄ評価（60～69点）
Ｅ評価（出席不良・評価資格喪失）/Ｆ評価（0～59点・不合格）

●評価方法
　評価基準に関しては別紙「授業評価表」に則り、点数化し評価
する。

【到達目標】企画力を発揮する
「year-end party」を実施し考えたことを発揮する。

【到達目標】情況把握力を身に付ける
情報を理解し整理することができ、相手に適切な情報を伝えることができる。

【到達目標】多様な情況を整理し把握する力を身に付ける
情報を理解し整理することができ、相手に適切な情報を伝えることができる。

【到達目標】規律性を学び社会人として心構えを持つ。
社会人としての必要な心構えを考え、グループで意見交換ができる。

【到達目標】ストレスコントロール力を養う
アンガーマネージメントを理解し自分を知る
感情のコントロールを知り、自分のタイプを理解しストレスの発生源に対応する力を養う。

【到達目標】定期試験
定期試験の返却と解説



30 開講区分 後期

学科・ｺｰｽ トータルビューティ科メイク専攻 (2) 曜日・時間

　【使用教科書・教材・参考書】　 

回 回

化粧品、医薬部外品、薬用化粧品の違いを理解する

保湿成分の種類と特徴、働きを理解する。

医療美容について

【到達目標】

医療美容についての予備知識、導入施術、レーザー・光治療、高周
波、超音波についてを理解する。

７

【授業単元】

抗酸化成分

【到達目標】

抗酸化成分の種類と特徴、働きを理解する。

顔痩せに適した施術を理解する。切らない美容整形について理解す
る

５

【授業単元】

１３

【授業単元】

ハリ・弾力成分

肌悩みと施術　たるみ

【到達目標】

１５

【授業単元】

定期試験　筆記

定期試験　筆記

【到達目標】

【到達目標】

　【評価について】

●小テスト４０点、定期試験６０点、計１００点満点

●評価
A評価（８０～１００点）/B評価（７０～７９点）/C評価（６０～６９点）
D評価（０～５９点）不合格/E評価（出席不良・評価資格喪失）

●評価方法
評価基準に関しては別紙「授業評価表」に則り、点数化し評価する。

　【特記事項】

訴求成分の特徴、働きを理解しているか、成分名と特徴を振り分ける
ことができる。

様々な肌悩みに対して、適切な医療美容の施術を答えることができ
る。

１４

【授業単元】

肌悩みと施術　顔痩せ　　切らない美容整形

【到達目標】

たるみに適した施術を理解する
６

【授業単元】

１２

【授業単元】

シワに適した施術を理解する

肌悩みと施術　シワ

【到達目標】

【到達目標】

ピーリング成分の種類と特徴、働きを理解する。

【到達目標】

ハリ・弾力成分の種類と特徴、働きを理解する。

３

【授業単元】

１１

【授業単元】

美白成分　その２

肌悩みと施術

【到達目標】

【到達目標】

美白成分の種類と特徴、働きを理解する。

シミ・くすみに適した施術を理解する
４

【授業単元】

１０

【授業単元】

毛穴・ニキビ跡に適した施術を理解する

ピーリング成分

美白成分　その1

肌悩みと施術　毛穴・ニキビ跡

【到達目標】

【到達目標】

美白成分の種類と特徴、働きを理解する。

授　業　概　要 授　業　概　要

１

【授業単元】

９

【授業単元】

授業説明・化粧品、医薬部外品、薬用化粧品の区別・保湿成分

肌悩みと施術　ニキビ　赤ら顔・頬の赤み

【到達目標】

【到達目標】

授業内容・目標を理解する

ニキビ　赤ら顔・頬の赤みに適した施術を理解する
２

【授業単元】

８

【授業単元】

お客様に対し適切な商品選択ができるために代表的な化粧品の訴求成分とその働きや効果について理解する。そして化粧品にとどまらず幅広い知識が持てるよ
うに美容医療についても理解する。
※BA経験と、１０年以上化粧品メーカーのコンサルティングと化粧品開発に携わる。

　【授業を通じての到達目標】　

代表的な訴求成分の効果と働きを修得する。肌トラブルに対しての様々な美容医療施術についての知識を修得する。

　【授業外における学習】

講師作成資料

　【学習の目的】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

科目名
（英）

必修
選択

必修 年次 2 担当教員 深井ルミ

コスメティック研究演習Ⅱ

授業
形態

講義
総時間
（単位）



開講区分 後期

学科・ｺｰｽ トータルビューティー科メイク分野 曜日・時間

回 テスト配点

1

2 小テスト４点

3

4 小テスト４点

5

6

7 中間テスト２０点

8

9 小テスト４点

10

11 小テスト４点

12

13 小テスト４点

14

15 定期試験６０点

科目名
（英）

必修
選択

必修 年次 2 内藤麻代

ビューティセルフケア演習

授業
形態

演習
総時間
（単位）

60
（4）

担当教員

　【学習の目的】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

コスメブランド商品を使用しホームケアケア方法などを学ぶ。自身のケア方法をトータルで学び、ビューティーアドバイザーとして具体的にアドバイスができるように
なる。※日々接客において、ダイエットや肌トラブルなどの美容上のお悩みを持たれるお客様に対して、様々な視点からお悩み解消の為、より具体的な（食事・運
動・化粧品・ケア方法・日常生活等）アドバイスをし、多くのお客様から信頼を得ている。
※講師はエステティシャンとして数多くのお客さまの美容上のお悩みをケアした経験を持つ（講師歴12年目）。

　【授業を通じての到達目標】　

美容コスメを使用し、商品について理解を深める。ダイエット、食事、運動、セルフマッサージ、美肌ケアなどを学び、セルフケアができるようになる。またお客様など
へ、アドバイスできる知識を深める。

　【使用教科書・教材・参考書】　 　【授業外における学習】

フェイシャル美容機器について（スチーマー、吸引）

授　業　概　要

ボディチェック（BMI、目標体重、サイズなど）についてボディ用コスメブランドの商品を調べる

ダイエット（食事）について、ボディ用スリミング化粧品について

ダイエット（推奨運動）について、マッサージ、ケア方法について

ハンドマッサージを学ぶ

ヘッドマッサージを学ぶ

ハンドマッサージ、ヘッドマッサージのケアができるようになる

中間テスト（ハンドマッサージ、ヘッドマッサージ）

肌チェック（スキンスキャナー）、ケア方法について

　【特記事項】
　【評価について】

●小テスト20点、中間テスト20点、定期試験60点　計100点満点

●評価
Ａ評価（90～100点）/Ｂ評価（80～89点）/Ｃ評価（70～79点)
Ｄ評価（60～69点）
Ｅ評価（出席不良・評価資格喪失）/Ｆ評価（0～59点・不合格）

●評価方法
　評価基準に関しては別紙「授業評価表」に則り、点数化し評価
する。

フェイシャルゴマージュ、パックを使用したセルフケア

美容ドリンクについて学ぶ

フレグランスについて学ぶ

悩みに合わせたボディケア、フェイシャルケア

悩みに合わせたボディケア、フェイシャルケア

定期試験（ボディケア、フェイシャルケア）



開講区分 後期

学科・ｺｰｽ トータルビューティー科メイク専攻 曜日・時間

回 テスト配点

1

2 小テスト４点

3

4 小テスト４点

5

6

7 中間テスト２０点

8

9 小テスト４点

10

11 小テスト４点

12

13 小テスト４点

14

15 定期試験６０点

　【特記事項】
　【評価について】

●小テスト20点、中間テスト20点、定期試験60点　計100点満点

●評価
Ａ評価（90～100点）/Ｂ評価（80～89点）/Ｃ評価（70～79点)
Ｄ評価（60～69点）
Ｅ評価（出席不良・評価資格喪失）/Ｆ評価（0～59点・不合格）

●評価方法
　評価基準に関しては別紙「授業評価表」に則り、点数化し評価
する。

トレンド別： 撮影に向けてテーマに沿った作品のデザイン、手順を考える

トレンド別 撮影会

トレンド別： 撮影に向けてテーマに沿った作品のデザイン、手順を考える

トレンド別 撮影会

定期テスト撮影会へ向けて各自テーマを考え、作品を構成する

コンセプトシートに沿って時間内にヘアメイクを完成させ構成の最終確認を行う

トレンド別 撮影会

プリント（補助教材）

授　業　概　要

テーマ別➀ 撮影に向けてテーマに沿った作品のデザイン、手順を考える

テーマ別➀撮影会

テーマ別➁ 撮影に向けてテーマに沿った作品のデザイン、手順を考える

テーマ別➁ 撮影会

定期試験テーマ別撮影会の各自テーマを考え、作品を構成する

コンセプトシートに沿って時間内にヘアメイクを完成させ構成の最終確認を行う

各自作品の構成を考え計画を立てながら自分の作品を完成させる

トレンド別： 撮影に向けてテーマに沿った作品のデザイン、手順を考える

　【学習の目的】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

メイク基礎知識に加え、様々なジャンルを知り、現場や作品作りで応用力を身につける
※ヘアメイク25年 広告・テレビ・タレント専属・雑誌・ブライダル・健康美容サロン経営

　【授業を通じての到達目標】　

メイク基礎知識に加え、様々なジャンルを知り、現場や作品作りで応用力を身につける

　【使用教科書・教材・参考書】　 　【授業外における学習】

久保　周平

ファッションメイク演習

授業
形態

演習
総時間
（単位）

60
（4）

担当教員
科目名
（英）

必修
選択

必須 年次 2



開講区分 後期

学科・ｺｰｽ トータルビューティー科 曜日・時間

回 テスト配点

1

2 小テスト４点

3

4 小テスト４点

5

6

7 中間テスト２０点

8

9 小テスト４点

10

11 小テスト４点

12

13 小テスト４点

14

15 定期試験６０点

　【特記事項】
　【評価について】

●小テスト20点、中間テスト20点、定期試験60点　計100点満点

●評価
Ａ評価（90～100点）/Ｂ評価（80～89点）/Ｃ評価（70～79点)
Ｄ評価（60～69点）
Ｅ評価（出席不良・評価資格喪失）/Ｆ評価（0～59点・不合格）

●評価方法
　評価基準に関しては別紙「授業評価表」に則り、点数化し評価
する。

国産ブランド　③　　　　

2022年　春メイク　

人気ブランドを知る1 

人気ブランドを知る2

メイク実習とプレゼンテーション

メイク実習とプレゼンテーション

外資系ブランド　③

プリント（補助教材）

授　業　概　要

化粧品業界について

外資系ブランド　①

外資系ブランド　②

国産ブランド　①

国産ブランド　②

リサーチ＆プレゼンテーション

最新クリスマスコフレ

メイク実習とプレゼンテーション

　【学習の目的】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

25年以上メイクアップの仕事に関わってきました。複数の美容専門学校で15年以上教育にも携わっております。JESC検定の問題作成、テキスト「Basic Makeup」の
監修、ヘアメイクにも携わる。（深井）
目的：様々な化粧品ブランドの歴史や特徴、アイテムなどについて学びそのブランドの特徴を深く知る。様々なブランドのイメージをふまえ、日常使いできるメイクデ
ザインに落とし込む方法を学ぶ。
概要：ブランドについての歴史、商品についての知識を解説し、ブランドの特徴を把握したうえでメイク実習を行う。ブランドが打ち出すコレクションメイクや広告メイ
クデザインを、日常使いできるメイクデザインへ落とし込むメイク実習を行う。

　【授業を通じての到達目標】　

ブランドの特徴や商品の違いを理解し、ブランドイメージに合わせてメイクアップができるようになる

　【使用教科書・教材・参考書】　 　【授業外における学習】

深井ルミ

ブランド別メイク演習Ⅱ

授業
形態

演習
総時間
（単位）

60
（4）

担当教員
科目名
（英）

必修
選択

必須 年次 2



開講区分 後期

学科・ｺｰｽ トータルビューティー科 曜日・時間

回 テスト配点

1

2 小テスト４点

3

4 小テスト４点

5

6

7 中間テスト２０点

8

9 小テスト４点

10

11 小テスト４点

12

13 小テスト４点

14

15 定期試験６０点

　【特記事項】
　【評価について】

●小テスト20点、中間テスト20点、定期試験60点　計100点満点

●評価
Ａ評価（90～100点）/Ｂ評価（80～89点）/Ｃ評価（70～79点)
Ｄ評価（60～69点）
Ｅ評価（出席不良・評価資格喪失）/Ｆ評価（0～59点・不合格）

●評価方法
　評価基準に関しては別紙「授業評価表」に則り、点数化し評価
する。

１９６０年代の流行のメイクアップテクニックを身につける

１９７０年代の時代背景と流行のメイクアップなどを理解する

１９７０年代の流行のメイクアップテクニックを理解する

１９７０年代の流行のメイクアップテクニックを身につける

１９５０年代の流行のメイクアップの２パターンのテクニックをしっかりと身につける

１９７０年代の流行のメイクアップパターンのフェイスチャートを作成し、５０分間で相モデルにてフルメイクを仕上げる

１９６０年代の流行のメイクアップテクニックを理解する

メイク道具一式　筆記用具　年代別メイク専用ファイル
各年代に於ける時代背景や出来事、流行のメイクアップ、ファッション、ヘアスタイ
ル、音楽、映画、人物など興味のある分野のレポート作成

授　業　概　要

化粧の起源から古代、中世、近代の流行のメイクアップ

１９２０年代～１９３０年代の時代背景と流行のメイクアップ等を理解

１９２０年代～１９３０年代の流行のメイクアップテクニック

１９２０年代～１９３０年代のメイクアップテクニックを身に着ける

１９５０年代の時代背景と流行のメイクアップなどを理解する

１９５０年代の流行のメイクアップテクニックを理解する

１９５０年代の流行のメイクアップテクニックを身につける

１９６０年代の時代背景と流行のメイクアップなどを理解する

　【学習の目的】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

メイクアップに携わる者として必要な化粧品・メイクアップの起源や歴史を調べ学び、近現代に於ける時代背景と流行ったメイクアップ、また様々な出来事や風俗、
ファッション、ヘアスタイル、音楽、映画やその時代を代表する人物を知り、各時代の雰囲気を捉えた上で知識とメイクアップテクニックを身につける。
経歴:化粧品会社のインストラクター、美容部員の教育、プロヘアメイクスクールの講師を務める

　【授業を通じての到達目標】　

化粧の起源や各時代の時代背景、メイクアップの流行を把握し現場に出る前の基礎知識を身につける。また１年生で学び修得してきた基本的なパーツメイクの組
み合わせを　　駆使し、応用させて１９２０年、１９５０年、１９６０年、１９７０年、各年代の流行のメイクアップパターンを理解し左右対称に仕上げ、テクニックを向上さ
せる。

　【使用教科書・教材・参考書】　 　【授業外における学習】

関　亜沙美

メイク総合演習

授業
形態

演習
総時間
（単位）

60
（4）

担当教員
科目名
（英）

必修
選択

必須 年次 2



開講区分 後期

学科・ｺｰｽ トータルビューティ科メイクコース 曜日・時間

回 テスト配点

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

科目名
（英）

必修
選択

必修 年次 2 各担任

課外授業
（The　extracurricular class）

授業
形態

講義
総時間
（単位）

15
(1)

担当教員

　【学習の目的】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

【目的】
外部に出ることによって感性を刺激して最新の美容・ファッション・社会人としてマナー等を理解し知識を身につける。

【教員】社会経験13年以上ある教員が、社会に必要な知識「社会人基礎力」を中心に社会に必要な知識を教える。

　【授業を通じての到達目標】　

最新の美容・ファッションを理解し、自分の目指す選考を考え選択ができる。

　【使用教科書・教材・参考書】　 　【授業外における学習】

講師作成資料・教材配布

授　業　概　要

【到達目標】進級に向けて心構えを持つ
進級の身構え・気構え・心構えをもつ。

【到達目標】選考別の仕事を理解する
自分の将来を考え目標設定ができる

【到達目標】学びを理解する
トータルビューティ科の学びについて理解する

【到達目標】専門分野に必要な知識を知る
自分の進む道に必要な知識をしり、活躍できる人物を理解する。

【到達目標】就職分野を知る
卒業後、３年後、５年後、具体的な目標を考えることが出来る。

【到達目標】原宿キャンパスを理解する
学校がある原宿について理解し、原宿を知る。

【到達目標】振り返り
ここまでの振り返りを行い、今の自分を見つめ直す。

【到達目標】ポートフォリオ作成
卒業にむけて自分の想いを書くことができる。

　【特記事項】
　【評価について】

●評価はS・U・Eでおこなう。
　S…合格（認定）
　U…不合格（認定せず）
　E…不合格（出席不良）

●評価方法
　評価基準に関しては別紙「授業評価表」に則り、点数化し評価
する。



開講区分 後期

学科・ｺｰｽ トータルビューティー科 曜日・時間

回 テスト配点

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

科目名
（英）

必修
選択

必須 年次 2 久保　周平

撮影実習・卒業制作

授業
形態

演習
総時間
（単位）

15
（1）

担当教員

　【学習の目的】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

最新のトレンドを学び、新しい技術を身につける。学んだ知識や技術をモデルに施術し、撮影し作品を残す

＊外資系化粧品ブランドメイクアップアーティスト兼、MV、TV、広告等のヘアメイクに携わる。

　【授業を通じての到達目標】　

自身の技術を作品撮りに提供できるようになる

　【使用教科書・教材・参考書】　 　【授業外における学習】

メイク道具一式、筆記用具、配布プリント用ファイル

授　業　概　要

撮影コンセプト作成
モデル施術練習

衣装決め・場所決め

モデル施術実施
撮影フレーム作成

作品撮り実施

40点

60点

　【特記事項】
　【評価について】

●小テスト20点、中間テスト20点、定期試験60点　計100点満点

●評価
Ａ評価（90～100点）/Ｂ評価（80～89点）/Ｃ評価（70～79点)　　　　
　　　Ｄ評価（60～69点）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　Ｅ評価（出席不良・評価資格喪失）/Ｆ評価（0～59点・不
合格）

●評価方法
　評価基準に関しては別紙「授業評価表」に則り、点数化し評価
する。



必修選択 必修 年次 2 担当教員 久保

開講区分 後期

学科・ｺｰｽ トータルビューティ科メイク専攻 曜日・時間

回 テスト配点

1

2

3

4 5

5

6 5

7

8 20

9

10

11

12 5

13

14 5

15 60

科目名
（英） 販売促進メイク演習

授業形態 演習
総時間
（単位）

60
(4)

【学習の目的】   （※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

✳外資系化粧品ブランドメイクアップアーティスト兼、MV、TV、広告等のヘアメイクに携わる。
メイクアップの解説、伝達が出来るようになる。

【授業を通じての到達目標】

完成させたメイクをステップ毎に説明出来る様になる。自身の施したメイクのプレゼンテーションが出来る様になる。ポイントメイクのタッチアップが
出来る様になる。

【使用教科書・教材・参考書】 【授業外における学習】

メイク道具一式、筆記用具

授   業   概   要

フェイスチャートの描き方

フルメイク、フェイスチャート

フルメイク、フェイスチャート

フルメイク、フェイスチャート、ステップの解説文

フルメイク、フェイスチャート、ステップの解説文

描いたフェイスチャートを相モデルで交換し、指示通りにフルメイク

描いたフェイスチャートを相モデルで交換し、指示通りにフルメイク

中間テスト   メイク実技、フェイスチャート、時間内仕上げ

ポイントメイクのリタッチ法

定期試験（フルメイク、タイム取り）

【特記事項】 【評価について】
●小テスト20点、中間テスト20点、定期試験60点   計100点満点
●評価
Ａ評価（90～100点）/Ｂ評価（80～89点）/Ｃ評価（70～79点) Ｄ評価（60～
69点）
Ｅ評価（出席不良・評価資格喪失）/Ｆ評価（0～59点・不合格）
●評価方法
評価基準に関しては別紙「授業評価表」に則り、点数化し評価する。

ポイントメイクのリタッチ法

お客様のお悩みに応じた提案、ポイントメイクリタッチ

お客様のお悩みに応じた提案、ポイントメイクリタッチ

お客様のリクエストに応じた提案、フルメイク

お客様のリクエストに応じた提案、フルメイク



90 開講区分 後期

学科・ｺｰｽ トータルビューティー科 ネイル専攻 (6) 曜日・時間

回 テスト配点

1

2

3

4 小テスト20点

5

6

7 中間テスト２０点

8

9

10

11

12

13

14

15 定期試験６０点ショートスカルプチュア　（オーバル3㎜）

　【特記事項】
　【評価について】

●小テスト20点、中間テスト20点、定期試験60点　計100点満点

●評価
Ａ評価（90～100点）/Ｂ評価（80～89点）/Ｃ評価（70～79点)　　　　　　　Ｄ評価（60
～69点）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｅ評価（出席不良・評価
資格喪失）/Ｆ評価（0～59点・不合格）

●評価方法
　評価基準に関しては別紙「授業評価表」に則り、点数化し評価する。

授　業　概　要

フレンチスカルプチュア

ジェル検定上級タイムトライアル
※モデル同伴可能　※ディフェンダーあり

ショートスカルプチュア　（オーバル3㎜）

ショートスカルプチュア　（オーバル3㎜）

ジェルスカルプチュア　５ｍｍ～１０ｍｍ　or　1級練習

ジェルスカルプチュア　５ｍｍ～１０ｍｍ　or　1級練習

ジェルスカルプチュア　５ｍｍ～１０ｍｍ　or　1級練習

ジェルスカルプチュア　５ｍｍ～１０ｍｍ　or　1級練習

ジェルチップオーバーレイ+フレンチルック　　ジェルチップオーバーレイ+フラワー

ジェルチップオーバーレイ+フレンチルック　　ジェルチップオーバーレイ+フラワー

ジェルチップオーバーレイ+フレンチルック　　ジェルチップオーバーレイ+フラワー

　【授業を通じての到達目標】　

ブラシワークを模倣し、規定の形に形成することができる
ファイリングを少なくできるようアプリケーションができる
アートを繊細に仕上げることができる
デザインスカルプチュアのアプリケーションを修得する。パウダーの調合の割合と強度の関係を理解する。

ＪＮＡテクニカルシステムジェルネイル
ＪＮＡテクニカルシステムアドバンス

　【使用教科書・教材・参考書】　 　【授業外における学習】

アクリルデザインスカルプチュア　タイダイ　カラーグラデーション白

アクリルデザインスカルプチュア　ラメグラデーション２種　エンボス埋め込み

フレンチスカルプチュア

　【学習の目的】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

科目名
（英）

必修
選択

必修 年次 2 担当教員 内田　由香

ジェルネイル演習Ⅲ

授業
形態

実技
総時間
（単位）

ジェル検定上級ではサロンワークに必要なジェルネイルのスペシャリストとして必要とされる総合的技術と知識を修得し身に付ける
サロンワークに必要なアクリルネイルの技術、アクリルスカルプチュアのカラーグラデーション、タイダイ、フレンチのバランスを覚え
アプリケーションからシャイニングまでの技術を習得する
※日本ネイリスト協会　常任本部認定講師、本部認定講師、ＪＮＥＣネイリスト技能検定試験管、JNAジェルネイル検定試験管経験者、JNA衛生管理士動員、JNAフットケア理論検定試
験指導員が実施

経歴：ネイル専門学校で専門知識を学びサロンワーク、出張ネイルを経てネイルサロンの立ち上げに携わってきました。
その後、各ジェルメーカーのインストラクターとネイル専門校で講師を務め教育に従事しております。



120 開講区分 後期

学科・ｺｰｽ トータルビューティー科 ネイル専攻 (8) 曜日・時間

回 テスト配点

1

2

3

4 小テスト20点

5

6

7

8 小テスト20点

9

10

11

12 中間テスト２０点

13

14

15 定期試験６０点フットジェル　ワンカラー（赤）

　【特記事項】
　【評価について】

●小テスト20点、中間テスト20点、定期試験60点　計100点満点

●評価
Ａ評価（90～100点）/Ｂ評価（80～89点）/Ｃ評価（70～79点)　　　　　　　Ｄ評価（60
～69点）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｅ評価（出席不良・評
価資格喪失）/Ｆ評価（0～59点・不合格）

●評価方法
　評価基準に関しては別紙「授業評価表」に則り、点数化し評価する。

授　業　概　要

ジェル検定上級タイムトライアル
右手人差し指・中指：ジェルスカルプチュア　　右薬指：チップオーバーレイ＆フラワー
左中指：チップオーバーレイ　　左薬指：チップオーバーレイ＆フレンチルック　　　　85分

ジェル検定上級タイムトライアル
右手人差し指・中指：ジェルスカルプチュア　　右薬指：チップオーバーレイ＆フラワー
左中指：チップオーバーレイ　　左薬指：チップオーバーレイ＆フレンチルック　　　　85分

フットケアカラー　相モデル

フット　角質ケア　トリートメント　相モ

卒業チップ作成　ミックスメディアアート

卒業作成　ミックスメディアアート　or　1級

チップオーバーレイ＆フラワー　or　1級

チップオーバーレイ＆フラワー　チップオーバーレイ＆フレンチルック
or　1級

ジェル検定上級タイムトライアル
右手人差し指・中指：ジェルスカルプチュア　　右薬指：チップオーバーレイ＆フラワー
左中指：チップオーバーレイ　　左薬指：チップオーバーレイ＆フレンチルック　　　　85分

ジェル検定上級タイムトライアル
右手人差し指・中指：ジェルスカルプチュア　　右薬指：チップオーバーレイ＆フラワー
左中指：チップオーバーレイ　　左薬指：チップオーバーレイ＆フレンチルック　　　　85分

ジェル検定上級タイムトライアル
右手人差し指・中指：ジェルスカルプチュア　　右薬指：チップオーバーレイ＆フラワー
左中指：チップオーバーレイ　　左薬指：チップオーバーレイ＆フレンチルック　　　　85分

　【授業を通じての到達目標】　

様々なデザインの模倣から独自のデザインを生み出すことができる
ジェルチップオーバーレイとデザインの手順を覚え、実施することができる

ＪＮＡテクニカルシステムジェルネイル
ＪＮＡテクニカルシステムアドバンス

　【使用教科書・教材・参考書】　 　【授業外における学習】

ジェル検定上級タイムトライアル
右手人差し指・中指：ジェルスカルプチュア　　右薬指：チップオーバーレイ＆フラワー
左中指：チップオーバーレイ　　左薬指：チップオーバーレイ＆フレンチルック　　　　85分

ジェル検定上級タイムトライアル
右手人差し指・中指：ジェルスカルプチュア　　右薬指：チップオーバーレイ＆フラワー
左中指：チップオーバーレイ　　左薬指：チップオーバーレイ＆フレンチルック　　　　85分

ジェル検定上級タイムトライアル
右手人差し指・中指：ジェルスカルプチュア　　右薬指：チップオーバーレイ＆フラワー
左中指：チップオーバーレイ　　左薬指：チップオーバーレイ＆フレンチルック　　　　85分

　【学習の目的】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

科目名
（英）

必修
選択

必修 年次 2 担当教員 戸川　智尋

ネイル検定演習Ⅲ

授業
形態

演習
総時間
（単位）

卒業制作を通じて様々なジェルアートの技法を修得し、サロンワークに必要な技術も身に付ける
ジェル検定上級ではサロンワークに必要な専門的技術と知識を修得し、作業を時間内に収める技術を身に付ける
※日本ネイリスト協会　常任本部認定講師、本部認定講師、ＪＮＥＣネイリスト技能検定試験管、JNAジェルネイル検定試験管経験者、JNA衛生管理士動員、JNAフットケア理論検定
試験指導員が実施

経歴：ネイル教育に20年以上携わってきました。現在はネイル専門校でも講師をしております。
日本ネイリスト協会では常任本部認定講師を勤めています。
各種ジェルメーカーのエデュケーターを務め、現場ではサロンはもちろんのこと、ネイル雑誌撮影、スタジオスチール撮影等様々な仕事に携わらせていただきました。



90 開講区分 後期

学科・ｺｰｽ トータルビューティー科 ネイル専攻 (6) 曜日・時間

回 テスト配点

1

2

3

4

5

6 小テスト20点

7

8

9

10

11 中間テスト２０点

12

13

14

15 定期試験６０点

エアブラシ　ワンカラー　グラデーションテクニック

エアブラシのマスキングテクニック

マシン　ジェルオフ　(プラクティスハンド)　プレパレーション(自爪)

　【学習の目的】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

科目名
（英）

必修
選択

必修 年次 2 担当教員 戸川　智尋

ネイル総合演習＆サロン演習Ⅱ

授業
形態

演習
総時間
（単位）

コンテストを通じて様々なジェルアートの技法を修得し、サロンワークに必要な技術も身に付ける
サロンワークに必要な基本的なアートを修得する
エアブラシの使用方法を修得する
マシンでのプレパレーション、フィルイン、ジェルオフの修得
※日本ネイリスト協会　常任本部認定講師、本部認定講師、ＪＮＥＣネイリスト技能検定試験管、JNAジェルネイル検定試験管経験者、JNA衛生管理士動員、JNAフットケア理論検定試
験指導員が実施

経歴：ネイル教育に20年以上携わってきました。現在はネイル専門校でも講師をしております。
日本ネイリスト協会では常任本部認定講師を勤めています。
各種ジェルメーカーのエデュケーターを務め、現場ではサロンはもちろんのこと、ネイル雑誌撮影、スタジオスチール撮影等様々な仕事に携わらせていただきました。

　【授業を通じての到達目標】　

ジェルアートのブラシワークを模倣によって修得し、描くことができる
エアブラシの基本的操作ができる
マシンでのプレパレーション、フィルイン、ジェルオフを安全に施術することができる

ＪＮＡテクニカルシステムジェルネイル
ＪＮＡテクニカルシステムアドバンス

　【使用教科書・教材・参考書】　 　【授業外における学習】

マシン　プレパレーション、ジェルワンカラー、オフ　自爪

　【特記事項】
　【評価について】

●小テスト20点、中間テスト20点、定期試験60点　計100点満点

●評価
Ａ評価（90～100点）/Ｂ評価（80～89点）/Ｃ評価（70～79点)　　　　　　　Ｄ評価（60
～69点）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｅ評価（出席不良・評価
資格喪失）/Ｆ評価（0～59点・不合格）

●評価方法
　評価基準に関しては別紙「授業評価表」に則り、点数化し評価する。

授　業　概　要

マシン　ジェルオフ　(プラクティスハンド)　プレパレーション(自爪)

マシン　フィルイン[一層残し]　(ﾌﾟラクティスハンド)

チップにクリアベースのフレンチ

チップにクリアベースのホワイトグラデーション

卒業制作　チップ作成

卒業制作　チップ作成

サロンジェルアートサンプル作成
タイダイ、マーブル、大理石、ラメグラ（オーロラ　メタリック）、ハーフフレンチ

サロンジェルアートサンプル作成
タイダイ、マーブル、大理石、ラメグラ（オーロラ　メタリック）、ハーフフレンチ

サロンジェルアートサンプル作成
タイダイ、マーブル、大理石、ラメグラ（オーロラ　メタリック）、ハーフフレンチ

サロンジェルアートサンプル作成
タイダイ、マーブル、大理石、ラメグラ（オーロラ　メタリック）、ハーフフレンチ

ジェルアート　ラメグラ（メタリック）片手5本　相モデル



開講区分 後期

学科・ｺｰｽ トータルビューティー科・ネイル専攻 曜日・時間

回 テスト配点

1

2 小テスト20点

3

4 20点

5

6

7

8 60点

9

10

11

12

13

14

15

アクリルイクステンション　チップオーバーレイ／スカルプチュアネイル　(プラクティスハンド)

　【学習の目的】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

科目名
（英）

必修
選択

必修 年次 2 担当教員 戸川　智尋

特別授業(集中)

授業
形態

演習
総時間
（単位）

15
(1)

ネイリスト技能検定2級に合格する為に　サロンワークに通用するネイルケア、リペア、チップ＆ラップ、アートに関する基本的な知識を理解し、技術を修得する
アクリルネイルの基本的知識とを理解し、イクステンションの技術を修得する
※日本ネイリスト協会　常任本部認定講師、本部認定講師、ＪＮＥＣネイリスト技能検定試験管、JNAジェルネイル検定試験管経験者、JNA衛生管理士動員、JNA
フットケア理論検定試験指導員が実施
経歴：ネイル教育に20年以上携わってきました。現在はネイル専門校でも講師をしております。
日本ネイリスト協会では常任本部認定講師を勤めています。
各種ジェルメーカーのエデュケーターを務め、現場ではサロンはもちろんのこと、ネイル雑誌撮影、スタジオスチール撮影等様々な仕事に携わらせていただきまし
た。

　【授業を通じての到達目標】　

ネイリスト技能検定２級に合格できるレベルに達している
ファイリング、メタルプッシャー、キューティクルニッパーのハンドリングを模倣によって修得し、正しく安全に操作することができる
カラーリングはムラがなくライン取りができ、アートはムラがなくバランス良く繊細に仕上げることができる
アクリルネイルのイクステンション（スカルプチュアネイル、チップ＆オーバーレイ）のアプリケーション～シャイニングまで仕上げることができ、
フォルムが正しく均一に形成され、　表面が滑らかにつながっている

ＪＮＡテクニカルシステムアドバンス　JNAテクニカルシステムジェルネイル
配布教材
ビニール袋　セロテープ　キッチンペーパー　筆記用具　メモ帳

　【使用教科書・教材・参考書】　 　【授業外における学習】

　【特記事項】
　【評価について】

●小テスト20点、中間テスト20点、定期試験60点　計100点満点

●評価
Ａ評価（90～100点）/Ｂ評価（80～89点）/Ｃ評価（70～79点)
Ｄ評価（60～69点）
Ｅ評価（出席不良・評価資格喪失）/Ｆ評価（0～59点・不合格）

●評価方法
　評価基準に関しては別紙「授業評価表」に則り、点数化し評価
する。

授　業　概　要

ネイリスト技能検定試験2級　タイムトライアル　※前日までにケアの仕込みを各自で行う
事前仕込み30分で準備し、ケア35分
チップラップ(左人差指)・カラーリング・ネイルアート(右手人差指)　　55分

ネイリスト技能検定試験2級　タイムトライアル　※前日までにケアの仕込みを各自で行う
事前仕込み30分で準備し、ケア35分
チップラップ(左人差指)・カラーリング・ネイルアート(右手人差指)　　55分

教材説明　ジェルの基礎知識(プリント)　ブラシの下ろし方　ジェルの管理と保管
プレパレーション　ジェルカラーリング（赤）　ジェルオフ　過去問題は配布　　(自爪)

アクリル　フローター（プラクティスハンドでショート、ロング)、ファイリング基礎

アクリルイクステンション　チップオーバーレイ／スカルプチュアネイル　(プラクティスハンド)

アクリルイクステンション　チップオーバーレイ／スカルプチュアネイル　(プラクティスハンド)

アクリルイクステンション　チップオーバーレイ／スカルプチュアネイル　(プラクティスハンド)



開講区分 後期

学科・ｺｰｽ トータルビューティー科 エステ分野 曜日・時間

回 テスト配点

1

2 小テスト４点

3

4 小テスト４点

5

6

7 中間テスト２０点

8

9 小テスト４点

10

11 小テスト４点

12

13 小テスト４点

14

15 定期試験６０点

アロマテラピー検定１級合格

科目名

（英）

必修

選択
必修 年次 2 内藤麻代

アロマテラピー演習

授業

形態
演習

総時間

（単位）

６０

（４）

担当教員

　【学習の目的】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

生活の中やサロンワークなどでもアロマテラピーは一般的に広く活用されています。アロマテラピーを安全により効果的に活用するためにアロマテラ

ピーの基本を学び、エステティシャン、セラピストとしての知識の幅を身に着ける。

※サロンワークにてアロマを使ったマッサージ等を行う。また地域でのアロマクラフト講座やアロマを使ったボランティア活動などにも携わる。

※講師はエステティシャンとして数多くのお客さまの美容上のお悩みをケアした経験を持つ（講師歴12年目）。

　【授業を通じての到達目標】　

　【使用教科書・教材・参考書】　 　【授業外における学習】

アロママッサージ実習（ヘッド）

アロマテラピー検定テキスト、精油セット

授　業　概　要

アロマテラピーの基本について、精油について（P.８～２６）

アロマテラピーの安全性について、アロマテラピーを実践する（P.２８～５４）　精油（イランイラン～）１０種

精油のプロフィールについて（ゼラニウム～ローマンカモミール）２０種

アロマクラフト（スプレー）、アロマテラピーメカニズム、ビューティー＆ヘルスケア（P.５６～７４）

アロマテラピーの歴史、法律、検定試験について

アロマテラピー検定対策

中間テスト（筆記試験）

アロママッサージ実習（リフレ・ハンド）

　【特記事項】 　【評価について】

●小テスト20点、中間テスト20点、定期試験60点　計100点満点

●評価

Ａ評価（90～100点）/Ｂ評価（80～89点）/Ｃ評価（70～79点)

Ｄ評価（60～69点）

Ｅ評価（出席不良・評価資格喪失）/Ｆ評価（0～59点・不合格）

●評価方法

　評価基準に関しては別紙「授業評価表」に則り、点数化し評価

する。

アロママッサージ実習（モデルのお悩みにあわせてブレンドとケア）

アロママッサージ実習（モデルのお悩みにあわせてブレンドとケア）・アロマクラフト

アロママッサージ実習（モデルのお悩みにあわせてブレンドとケア）

アロママッサージ実習（モデルのお悩みにあわせてブレンドとケア）・アロマクラフト

アロママッサージ実習（モデルのお悩みにあわせてブレンドとケア）

定期試験（アロママッサージ）



30 開講区分 後期

学科・ｺｰｽ トータルビューティ科エステ分野 (2) 曜日・時間

　【使用教科書・教材・参考書】　 

回 回

・施設の衛生管理を知る

お悩みに応じたコースの提案、ホームケアアドバイスをコンサルテー
ションシートに記入することができる

検定試験と同様の時間内で肌、体型の見極めしカウンセリングの後
コース提案、化粧品選定、ホームケアアドバイスがコンサルテーショ
ンシートに記入できる

８

【授業単元】 　【評価について】

フェイシャル実技理論① ●小テスト20点、中間テスト20点、定期試験60点　計100点満点

●評価
　Ａ評価（90～100点）/Ｂ評価（80～89点）/Ｃ評価（70～79点)/Ｄ評価（60～69点）
　Ｅ評価（出席不良・評価資格喪失）/Ｆ評価（0～59点・不合格）

●評価方法
　評価基準に関しては別紙「授業評価表」に則り、点数化し評価する。

【到達目標】

・フェイシャルケアの目的
・肌状態のチェック方法を知る
・禁忌事項を覚える

　【特記事項】

７

【授業単元】

１５

【授業単元】

定期試験 定期試験

【到達目標】 【到達目標】

６

【授業単元】

１４

【授業単元】

ボディ実技理論④ コンサルテーション

【到達目標】 【到達目標】

お体の状態と目的に合わせたコースを考え提案できるようになる
ウエスト、上半身サイズダウン

ボディケア、フェイシャルケアのカウンセリングからコンサルテーショ
ンシート記入、コース提案までを決められた時間内でできるようにな
る

５

【授業単元】

１３

【授業単元】

ボディ実技理論③ 施術前のカウンセリング

【到達目標】 【到達目標】

お体の状態と目的に合わせたコースを考え提案できるようになる
ウエイトダウン

・カウンセリングの方法(問診、視診、触診)を覚え実践できるようにな
る

４

【授業単元】

１２

【授業単元】

ボディ実技理論② フェイシャル実技理論⑤

【到達目標】 【到達目標】

・ボディ化粧品の種類と目的を知る
・お体の状態と目的に合わせたコースを考え提案できるようになる
(下半身のサイズダウン)

お悩みに応じたコースの提案、ホームケアアドバイスをコンサルテー
ションシートに記入し、アドバイスの実践ができるようになる

３

【授業単元】

１１

【授業単元】

ボディ実技理論① フェイシャル実技理論④

【到達目標】 【到達目標】

・ボディケアの目的を理解する
・体型の確認(筋肉・脂肪)を覚える
・ボディケアでの禁忌事項を覚える

フェイシャルケア後のカウンセリングとホームケアアドバイスを学ぶ
(肌タイプ別/肌トラブル別)

２

【授業単元】

１０

【授業単元】

電気機器の種類と原理 フェイシャル実技理論③

【到達目標】 【到達目標】

・エステティックで使用する電気機器の種類と原理を知る
・電気機器の活用方法を知る
・電気機器を使用する際の禁忌事項を覚える

・肌タイプと肌トラブルに合ったコースを考え提案できるようになる
・肌タイプ別の機器の選び方を学ぶ

授　業　概　要 授　業　概　要

１

【授業単元】

９

【授業単元】

衛生・消毒 フェイシャル実技理論②

【到達目標】 【到達目標】

・衛生・消毒の大切さを理解する ・肌タイプと肌トラブルに合ったコースを考え提案できるようになる
・化粧品の選び方を学ぶ

エステティシャンとして実技と連動した知識を身につけ検定試験に合格する
経歴：大手エステサロンにてエステティシャンを経験後、業界にて店舗開発、教育、化粧品・機器の開発に携わる

　【授業を通じての到達目標】　

AEA上級認定試験、AJESTHE上級認定試験で必要となる衛生・消毒、実技理論、コンサルテーションを理解しスムーズに実践できるようになる

AEAテキスト、新エステティック学　理論編Ⅱ

　【授業外における学習】

　【学習の目的】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

科目名
（英）

必修
選択

必修 年次 2 担当教員 佐野　みゆき

エステティック理論Ⅲ

授業
形態

演習
総時間
（単位）



開講区分 後期

学科・ｺｰｽ トータルビューティ科 エステ分野 曜日・時間

回 テスト配点

1

2 小テスト5点

3

4 小テスト5点

5

6

7 中間試験20点

8

9 小テスト5点

10

11 小テスト5点

12

13 小テスト5点

14

15 定期試験　60点

　【評価について】

技術チェックを通じて自分の技術の見直しをする

顧客のニーズに合わせて提供する方法を学ぶ(販売ロールプレイング)

サロン営業日/季節に合ったメニューを考案し、相モデルに実施する

技術チェックを通じて自分の技術の見直しをする

サロン営業日

サロン営業日

佐野　みゆき

演習

●小テスト20点、中間テスト20点、定期試験60点　計100点満点

●評価
Ａ評価（90～100点）/Ｂ評価（80～89点）/Ｃ評価（70～79点)
Ｄ評価（60～69点）
Ｅ評価（出席不良・評価資格喪失）/Ｆ評価（0～59点・不合格）

●評価方法
　評価基準に関しては別紙「授業評価表」に則り、点数化し評価
する。

顧客のニーズに合わせて提供する技術を学ぶ(痩身テクニック)

顧客のニーズに合わせて提供する方法を学ぶ(販売ロールプレイング)

サロン営業日

エステダム化粧品講習会を受講する/サロン利益について考える

エステダム講習会を受講する/サロン利益について考える

サロン準備/サロン営業日

授業によって自宅課題あり

エステダム化粧品に触れる

授　業　概　要

サロン営業日

サロン営業日

　【学習の目的】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

　【特記事項】

2

60
（4）

　【使用教科書・教材・参考書】　 

AEAサロンマネジメント、その他毎授業時に配布

サロンワークを通じて、サロン運営の仕組みを知り、エステティシャンの仕事の内容を理解し、実践することができる

サロンワークを通じてエステティシャンとしての職業を体験し、働くイメージを持つことができるようになる
サロン開設のシュミレーションを通じてメニューの考案、金額設定、顧客のニーズを知る
顧客管理の必要性を学び、カルテ管理やカウンセリングの実践ができるようになる
(エステティシャンであり、店長として店舗運営を経験した教員による授業である)

経歴：大手エステサロンにてエステティシャンを経験後、業界にて店舗開発、教育、化粧品・機器の開発に携わる

　【授業を通じての到達目標】　

　【授業外における学習】

年次必修

授業 形態

サロン演習Ⅲ

科目名
（英）

必修
選択

総時間
（単位）

担当教員



60 開講区分 後期

学科・ｺｰｽ
トータルビューティ科

エステ分野
(4) 曜日・時間

　【使用教科書・教材・参考書】　 

回 回

科目名
（英）

必修
選択

必修 年次 2 担当教員 内藤　麻代

トリートメント演習

授業
形態

演習
総時間
（単位）

　【授業外における学習】

各トリートメントのテキスト(プリント)選択科目編
実技準備物一式

授　業　概　要 授　業　概　要

様々な業界内でのテクニックを学ぶために、各種ハンドテクニックを理解し、技術の修得をする。
プロのエステティシャンとしての所作、振る舞いを学ぶ。
エステサロンで実務経験を積んだ講師が授業を行う。
※講師はエステティシャンとして数多くのお客さまの美容上のお悩みをケアした経験を持つ（講師歴12年目）。

　【授業を通じての到達目標】　

各トリートメント内容(目的・効果)を理解し、接客を想定し説明、トリートメントができるように実施する

　【学習の目的】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

１

【授業単元】

９

【授業単元】

リンパドレナージュ概論・接遇英語 ダーマロジカ見学

【到達目標】 【到達目標】

ダーマロジカ見学・リンパドレナージュのテクニック目的・効果を理解する。全身のリン
パ管・リンパ節の分布と特徴、その流れを理解する。
・簡単な英語でのご挨拶と自己紹介ができるようになる。

２

【授業単元】

１０

【授業単元】

リッツカールトンスパの見学 リンパドレナージュ手順・フェイシャル/接遇英語

【到達目標】 【到達目標】

リッツカールトンのスパ見学、質疑応答。5つ星ホテルのスパを知り、
どんな仕事をし、トリートメントを行なっているのかを知る。

・フェイシャルのテクニック・ポンパージュ～ドレナージュを連続してで
きるようになる。
・接遇英語の基礎（体の状態を伝える/強さ等の確認）

３

【授業単元】

１１

【授業単元】

フェイシャル・ポンパージュ～ドレナージュ手順 リンパドレナージュ復習/接遇英語

【到達目標】 【到達目標】

・ポンパージュの必要性を理解し、主要なリンパ節のポンパージュが
できるようになる。(マニュアル1～16デモ）

・フェイシャルリンパドレナージュのテクニックが連続してできるように
なる。
・接遇英語の基礎（体の部位の名称/ベッドに寝かせる際の誘導例）

４

【授業単元】

１２

【授業単元】

リンパドレナージュ手順・フェイシャル/接遇英語 リンパドレナージュ復習・石膏マスク

【到達目標】 【到達目標】

・フェイシャルのテクニック・ポンパージュ～ドレナージュを連続してで
きるようになる。(マニュアル17～27）

・フェイシャルリンパドレナージュのテクニックが連続してできるように
なる。石膏マスクを扱えるようになる。(デモ)

【授業単元】

リンパドレナージュ復習/接遇英語

【到達目標】 【到達目標】

・フェイシャルリンパドレナージュのテクニックが連続してできるように
なる。
・接遇英語の基礎（サロンでよく使用する動詞・名詞）

なし(課題対応）

５

【授業単元】

１３

【授業単元】

リンパドレナージュ復習/接遇英語

【到達目標】 【到達目標】

・フェイシャルリンパドレナージュのテクニックが連続してできるように
なる。
・英語で簡単なご案内ができるようになる。（日時・時間の言い方）

なし(課題対応）

リンパドレナージュ手順・フェイシャル/接遇英語

・フェイシャルのテクニック・ポンパージュ～ドレナージュを連続してで
きるようになる。
・接遇英語の基礎（美容に関する英単語/工程を説明する）

フェイシャルリンパドレナージュのテクニックが連続してできるようにな
る。(45点)
筆記・接遇英語の基礎（15点）

フェイシャルリンパドレナージュのテクニックが連続してできるようにな
る。石膏マスクを扱えるようになる。(60点)

８

【授業単元】 　【評価について】

●小テスト20点、定期テスト20点、定期試験60点　計100点満点

●評価
　Ａ評価（90～100点）/Ｂ評価（80～89点）/Ｃ評価（70～79点)/Ｄ評価（60～69点）
　Ｅ評価（出席不良・評価資格喪失）/Ｆ評価（0～59点・不合格）

●評価方法
　評価基準に関しては別紙「授業評価表」に則り、点数化し評価する。

【到達目標】

　【特記事項】

７

【授業単元】　※中間テスト

１５

【授業単元】定期テスト

リンパドレナージュフェイシャル工程 リンパドレナージュフェイシャル工程・石膏マスク

【到達目標】 【到達目標】

６

【授業単元】

１４



フェイシャル演習Ⅲ

開講区分 後期

学科・ｺｰｽ トータルビューティー科エステ分野 曜日・時間

回 テスト配点

1

2 小テスト　４点

3

4 小テスト　４点

5

6

7 中間テスト　20点

8

9 小テスト　４点

10

11 小テスト　４点

12

13 小テスト　４点

14

15 定期試験　60点

美容ライト

美容ライト機器の理論を理解する

美容ライト

美容ライト機器を安全に使用できるようになる

美容ライト

美容ライト機器を使用したトリートメントコースができるようになる

定期試験

クライアントに適したプランを組み立て、スムーズにトリートメントができるようになる

　【特記事項】 　【評価について】

●小テスト20点、中間テスト20点、定期試験60点　計100点満点

●評価

Ａ評価（90～100点）/Ｂ評価（80～89点）/Ｃ評価（70～79点)

Ｄ評価（60～69点）

Ｅ評価（出席不良・評価資格喪失）/Ｆ評価（0～59点・不合格）

●評価方法

　評価基準に関しては別紙「授業評価表」に則り、点数化し評価

する。

フェイシャル小顔（むくみ）ケアコース

むくみの特徴・要因を学び、ケアコースを組み立て、トリートメントができるようになる

授　業　概　要

オリエンテーション

AJESTHE認定上級試験対策

クレンジング、コンサルテーション、ディープクレンジング、機器、マッサージ、パック、仕上げ

AJESTHE認定上級試験対策

技術の向上と口頭試問

AJESTHE認定上級試験対策

技術の向上と口頭試問

フェイシャルクリーンアップコース

毛孔詰まりの特徴・要因を学び、ケアコースを組み立て、トリートメントができるようになる

フェイシャルニキビ（敏感肌）ケアコース

ニキビ（敏感肌）の特徴・要因を学び、ケアコースを組み立て、トリートメントができるように

なるフェイシャルシミケアコース

シミの特徴・要因を学び、ケアコースを組み立て、トリートメントができるようになる

中間テスト

クライアントに効果的なプランを立てて、スムーズにトリートメントができるようになる

フェイシャルクスミケアコース

クスミの特徴・要因を学び、ケアコースを組み立て、トリートメントができるようになる

フェイシャルエイジングケアコース

しわ、たるみの特徴・要因を学び、ケアコースを組み立て、トリートメントができるようになる

フェイシャル保湿ケアコース

乾燥肌の特徴・要因を学び、ケアコースを組み立て、トリートメントができるようになる

AEA教科書（皮膚科学）、（フェイシャル実技理論）、AJESTHE教科書

（新エステティック学）、ディープクレンジングマニュアル、実技準備物

一式

AJESTHE認定上級エステティシャン実技試験合格

・スキントラブル改善トリートメントをスムーズに行えるようになる

　【使用教科書・教材・参考書】　 　【授業外における学習】

2 担当教員

日本エステティック協会（AJESTHE)の資格について理解し、実技試験に合格するための技術、知識を身につける。

※講師はエステティシャンとして数多くのお客さまの美容上のお悩みをケアした経験を持つ（講師歴12年目）。

※保有資格：AEA認定講師、AJESTHE認定講師、AJESTHE認定トータルエステティックアドバイザー、CIDESCOインターナショナルエステティシャ

ン、美容師免許

　【授業を通じての到達目標】　

内藤　麻代

授業

形態
演習

総時間

（単位）

120

（8）

　【学習の目的】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

科目名

（英）

必修

選択
必修 年次



開講区分 後期

学科・ｺｰｽ トータルビューティ科ファッションコース 曜日・時間

回 テスト配点

1

2 4

3

4

5 4

6

7 20

8

9 4

10

11 4

12

13 4

14

15 60
定期テスト（60点）
ファッションメイキングで作成したアイテムを使用しコーディネートを完成する事が出来る

　【特記事項】
　【評価について】

●小テスト20点、中間テスト20点、定期試験60点　計100点満点

●評価
Ａ評価（90～100点）/Ｂ評価（80～89点）/Ｃ評価（70～79点)
Ｄ評価（60～69点）
Ｅ評価（出席不良・評価資格喪失）/Ｆ評価（0～59点・不合格）

●評価方法
　評価基準に関しては別紙「授業評価表」に則り、点数化し評価
する。

授　業　概　要

トータルコーディネートチェック①
コーディネートプランチェックが出来るようになる

トータルコーディネートチェック②
コンセプト、フェイスチャートを作成できるようになる

トータルコーディネートチェック③
スタイリングチェックを行う事が出来る

トータルコーディネートチェック④
プレゼンチェックを行う事が出来る

シーン別セルフコーディネート①
自分のテイストとTPOに合ったコーディネート習得できる

シーン別セルフコーディネート②
ブランドコンセプトに合ったコーディネート習得できる

シーン別セルフコーディネート③
レセプションやパーティなどのコーディネート習得できる

自己分析①
自分の苦手なテイストをなくす事が出来る

自己分析②
自分の苦手なテイストをなくす事が出来る

セルフトータルコーデチェック
ヘア・プレゼン・コーディネートのプランチェックが出来るようになる

中間テスト（20点）
セルフトータルコーディネートを行う

ショップ販売員・モデル活動を経て現在はスタイリストとして活動している講師が様々なお客様へのスタイリング方法を教え、またスタイリストとしての仕事について
実習・講義を行い学生たちがアドバイザーだけではなくスタイリストアシスタントしても活躍できる知識を得ることができる。

　【授業を通じての到達目標】　

自分自身のアピール方法を学び発信方法を身につけることができる

　【使用教科書・教材・参考書】　 　【授業外における学習】

ニーズにあったコーディネート
ニーズにあったコーディネートを習得する事ができる

クライアントとのコミュニケーション①
クライアントとのトーク術を習得できる

クライアントとのコミュニケーション②
クライアントとのトーク術を習得できる

　【学習の目的】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

科目名
（英）

必修
選択

必修 年次 2 担当教員 矢澤　勇

セルフブランディング演習Ⅲ
Self branding

授業
形態

演習
総時間
（単位）

30
(2)



開講区分 後期

学科・ｺｰｽ TB科ファッションコース 曜日・時間

回 テスト配点

1

2 10

3

4

5

6

7 20

8

9

10
【商品リサーチ】
⇒取り扱い商品・ボリューム・アイテム構成な
ど商品軸でのリサーチを行う。

11

12 10

13

14

15 60

　【特記事項】
　【評価について】

●小テスト20点、中間テスト20点、定期試験60点　計100点満点

●評価
Ａ評価（90～100点）/Ｂ評価（80～89点）/Ｃ評価（70～79点)
Ｄ評価（60～69点）
Ｅ評価（出席不良・評価資格喪失）/Ｆ評価（0～59点・不合格）

●評価方法
　評価基準に関しては別紙「授業評価表」に則り、点数化し評価
する。

【オンラインリサーチ】
⇒実店舗での販売以外にどのような手法で企業が販売を行っているのかリサーチを行う。

【校外リサーチ】
⇒SALE～立ち上げの間、売り場はどのように表現されているかを予測。
また、実店舗にて接客体験をし、スタッフより次シーズンのトレンド情報収集を行う。

【企業リサーチ】
⇒興味のある企業のみに関わらず、専攻就職に向けて広い視野を持ってリサーチを行う。

【定期試験準備】

【定期試験】

【ショップリサーチ】
⇒販売員・売り場づくり・施策などショップ軸でのリサーチを行う。

・授業内容により資料を配布
・ショップリサーチ
・実店舗での接客体験

授　業　概　要

【年間計画】
⇒実際に売り場で行われることや必要なことなどを予測したリアル店舗での年間スケジュールを考え
る。計画書を基に、シミュレーションを行うことで業界の年間の流れを把握する。

【校外リサーチ】
⇒売り場計画に基づき、現状の売り場がどのように表現されているか予測し現状をリサーチ・把握する。
リサーチした内容についてのまとめと発表・共有を行う。

【認知・拡散について】
⇒より多くの人にお店やブランドを知ってもらうために必要なこと、出来ることとは何かを考える。

【SNSの活用】
⇒社会人として見る側・見られる側の気持ちに沿ったSNSの正しい活用法・運営法について学ぶ。

【有効的なSNS活用】
⇒ブランドリサーチと並行して写真の撮り方や画角、投稿の頻度など有効的な活用について学び、
理解を深める。

【SNSリサーチ】
⇒企業やブランドのHP・SNSをチェックし、気になるポイントをチェックする。
消費者として感じることを共有し改善案を考えてみる。

【中間テスト】

【トレンドリサーチ】
⇒次シーズンのトレンドリサーチを行い、全体での共有を行う。

　【学習の目的】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

販売員から販売営業マネジメントの経験を経た講師からファッション販売のプロとして、ファッションの歴史から時代のトレンドについての基礎知識を
学ぶことが出来る。
過去のトレンドを知り、未来のトレンドやファッションについて考える想像力(創造力)を養う。
経歴：アパレル販売員として販売実務を１０年以上経験し、その後接客に纏わる研修・運営・マネジメントを８年行ってきた。

　【授業を通じての到達目標】　

・時代毎のトレンドをリサーチし、時代背景と共にファッションの変化を学び、知識を得ることが出来る。

　【使用教科書・教材・参考書】 　【授業外における学習】

緑川　有香

トレンドリサーチ
(trend　research)

授業
形態

講義
演習

総時間
（単位）

30
(2)

担当教員
科目名
（英）

必修
選択

必修 年次 2



開講区分 後期

学科・ｺｰｽ トータルビューティ科ファッションコース 曜日・時間

回 テスト配点

1 予習：シラバスの読み込み

2 復習：リサーチレポート

3 復習：リサーチレポート

4 復習：リサーチレポート

5 総括：グループプレゼン

6 復習：リサーチレポート

7 復習：リサーチレポート

8 総括：グループプレゼン

9 復習：リサーチレポート

10 復習：リサーチレポート

11 復習：リサーチレポート

12 総括：グループプレゼン

13 復習：リサーチレポート

14 復習：リサーチレポート

15 総括：グループプレゼン今までリサーチしてきた情報を整理し、今シーズンのトレンドをテイスト別に分けMAPを作成、ディスカッション

　【特記事項】
調べたブランドの成り立ち・デザイナーも併せて調べ、時代の移り
変わりとどのようにリンクしているか考察をする。

　【評価について】

●小テスト20点、中間テスト20点、定期試験60点　計100点満点

●評価
Ａ評価（90～100点）/Ｂ評価（80～89点）/Ｃ評価（70～79点)
Ｄ評価（60～69点）
Ｅ評価（出席不良・評価資格喪失）/Ｆ評価（0～59点・不合格）

●評価方法
　評価基準に関しては別紙「授業評価表」に則り、点数化し評価
する。

授　業　概　要

フィールドリサーチ⑧表参道ヒルズ　コンセプトショップを中心に気になるブランド、施設全体のリサーチ

第3回　フィールドリサーチまとめディスカッション
⑥⑦⑧をまとめ、各業態の特徴を整理

フィールドリサーチ⑨新宿伊勢丹　コレクションブランドを中心に気になるブランド、施設全体のリサーチ

フィールドリサーチ⑩新宿高島屋　ミセス・アダルトブランドを中心に気になるブランド、施設全体のリサーチ

フィールドリサーチの基本的確認と注意事項
・ファッションリテールの業態別の特徴
・日本のファッショントレンド（MD構成）の把握

フィールドリサーチ①ラフォーレ原宿　ヤングコンセプトを中心に気になるブランド、施設全体のリサーチ

フィールドリサーチ②ルミネエスト　駅ビル系ショップを中心に気になるブランド、施設全体のリサーチ

フィールドリサーチ③渋谷１０９　ヤング・ティーンを中心に気になるブランド、施設全体のリサーチ

第一回　フィールドリサーチまとめディスカッション
①②③をまとめ、各業態の特徴を整理

フィールドリサーチ④神南界隈のセレクトショップを中心に気になるブランド、施設全体のリサーチ

フィールドリサーチ⑤渋谷界隈のファストファッションを中心に気になるブランド、施設全体のリサーチ

パーソナルスタイリスト歴12年の実績と1000人以上のスタイリング経験を活かし、装うことで「似合う、魅力的に見える」要素を理解する。自身のパーソナルな装い
からお客さまが望むスタイリング提案ができるように、洋服の様々な要素や見方、分析や分類を習得していく。
また、某アパレルブランドにて個人売り上げ全国トップの成績を基に構築したカリキュラムを行い、アパレル業界に通用する即戦力の人材を育成する。

　【授業を通じての到達目標】　

ラグジュアリーブランドについて、ブランドの成り立ち、知識・デザイナーについて学び・理解することができる。

　【使用教科書・教材・参考書】　 　【授業外における学習】

第２回　フィールドリサーチまとめディスカッション
④⑤をまとめ、各業態の特徴を整理

フィールドリサーチ⑥渋谷ヒカリエ　３F～４Fを中心に気になるブランド、施設全体のリサーチ

フィールドリサーチ⑦銀座SIX　コレクションブランドを中心に気になるブランド、施設全体のリサーチ

　【学習の目的】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

科目名
（英）

必修
選択

必修 年次 2 担当教員 前嶋　直哉

ファッションビジネスⅢ

授業
形態

演習
総時間
（単位）

60
(4)



Fashion making

開講区分

学科・ｺｰｽ FA 曜日・時間 後期

回 テスト配点

1

2 ４点

3

4 ４点

5

6 ４点

7 中間テスト・20点満点

8

9 ２点

10

11 ４点

12 ２点

13

14

15 前期定期試験・60点満点

小さな熊の縫いぐるみ①：なみ縫い・返し縫い：アイロン　シーチング生地・中
綿

小さな熊の縫いぐるみ②：なみ縫い・返しぬい：アイロン

　【授業を通じての到達目標】　

洋裁・アイロン・ミシンなどの基本技法を習得し撮影時や接客時に必要な知識と技法を身につける。技法の組み合わせによって作品
を仕上げ提出する。

　【特記事項】
　【評価について】

●小テスト20点、中間テスト20点、定期試験60点　計100点満点

●評価
Ａ評価（90～100点）/Ｂ評価（80～89点）/Ｃ評価（70～79点)　　　　　
　　Ｄ評価（60～69点）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　Ｅ評価（出席不良・評価資格喪失）/Ｆ評価（0～59点・不合
格）

●評価方法
　評価基準に関しては別紙「授業評価表」に則り、点数化し評価
する。

ギャザースカート製作②

ギャザースカート仕上げ ③

ペーパードレス①

ペーパードレス②

ペーパードレス③

定期試験：ギャザースカート・ペーパードレス

ギャザースカート製作①

使用素材などは都度確認連絡とします。

総時間
（単位）

60
（4）

 手縫いの基本②：シーチング生地、裁縫道具一式・アイロン

スカーフ生地のふちとアイロン　サテン生地・裁縫道具一式

スカーフのふち・アイロン・衣類の裾上げ、私物の直し→アイロン

授　業　概　要

手縫いの基本①：なみ縫い・まつり縫い・返し縫い・アイロン　　　　
　　　　　　　シーチング生地、縫い針、糸、ハサミ

担当教員
科目名
（英）

 中間試験：手縫いの基本、クマのぬいぐるみ、スカーフ生地：アイロ
ン

ギャザースカートの生地買い出し・ミシンの使い方 　コットンプリン
ト生地買い出し

　【使用教科書・教材・参考書】　 　【授業外における学習】

2 矢幅　英美

ファッションメイキング

授業
形態

演習

必修
選択

必修 年次

　【学習の目的】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

衣装デザイナーとしてのキャリアが20年以上となる講師が、ウェディングドレス・フォーマルウェア・各種オーダー服の企画・デザイン・制作を経
て、各種ダンス衣装、舞台衣裳、アーティストのライブ衣装の製作とスタイリングの他、様々なクリエイターのOEMコンサルティングをディレクショ
ン等、さらに着物の着付けの指導、スタイリング等、多岐にわたる活動の中で得た、必要な素材の知識、基本的縫製技法、シルエット構成の仕組み、
バックヤ ード作業、撮影時に於ける調整などの技術と繊維の知識、着せつけの基本技術などを 体得することにより、ファッション衣料に関わる急な
対応ができるように、その基本となる作業工程を自ら組み立て考察できるようにする。素材やアイテムの違いによる補正方法の指導を通して、現場で
の緊急なサイズ調整方法、生地の取り扱い、応急処置の方法などを体得する。また、SDGｓの取り組みの一環として、ファッション産業で私たちが出
来ることを考える機会を持つことで、様々なファッション業界の社会的問題にも意識を持ち、広い見解を持つことを目的とする。

1



Fashion outline

開講区分 後期

学科・ｺｰｽ TB科ファッションコース 曜日・時間

回 テスト配点

1 出席状況　授業態度

2 出席状況　授業態度　課題テキストの提出
スタイリング内容

3 出席状況　授業態度

4 出席状況　授業態度　課題テキストの提出
スタイリング内容

5 バランスの概念　体型分析編　 4大体型のスタイリングについて　スタイリングマップ作成 出席状況　授業態度

6 出席状況　授業態度

7 出席状況　授業態度

8 出席状況　授業態度

9 出席状況　授業態度　課題テキストの提出
スタイリング内容

10 出席状況　授業態度

11 出席状況　授業態度　課題テキストの提出
スタイリング内容

12 出席状況　授業態度

13 出席状況　授業態度　課題テキストの提出
スタイリング内容

14 出席状況　授業態度

15 出席状況　授業態度　課題テキストの提出

　【特記事項】
授業内容は進行状況により変更することもある。 　【評価について】

●すべての課題の提出　課題テキストと課題スタイリングの内容

●評価
Ａ評価（90～100点）/Ｂ評価（80～89点）/Ｃ評価（70～79点)
Ｄ評価（60～69点）
Ｅ評価（出席不良・評価資格喪失）/Ｆ評価（0～59点・不合格）

●評価方法
　評価基準に関しては別紙「授業評価表」に則り、点数化し評価
する。

バランスの概念　色合い編　カラーコーディネートについて　ショップリサーチ

バランスの概念　色合い編　カラーコーディネートについて　プレゼン　パーソナルカラーについて、実践

バランスの概念　色合い編　パーソナルカラーの実践　フォーシーズンカラー表の作成

バランスの概念　色合い偏　パーソナルカラーを活かしたスタイリングプレゼン

１年間総括セミナー作成　リサーチしても良い

１年間総括セミナー

バランスの概念　素材編　素材シーズン表の作成　素材をメインとしたスタイリングプレゼン

オリジナルテキスト　スライドショーによるレクチャー 課題テキストの作成　課題スタイリングの作成　授業内容の復習

授　業　概　要

バランスの概念　シルエット編　概要   ショップリサーチ

バランスの概念　シルエット編　プレゼン　スタイリングマップの作成

バランスの概念　テイスト編
ユニバーサルスタイルミックスコーデ　概要　ショップリサーチ

バランスの概念　テイスト編
ユニバーサルスタイルミックスコーデ　プレゼン　スタイリングマップの作成

バランスの概念　体型分析編
顔の輪郭とデコルテラインのバランスについて　体型カバーについて

バランスの概念　素材編　素材の分類について   素材コーディネートについて
シーズン表の作成　季節、ＴＰＯの素材分類表の作成

バランスの概念　素材編　素材の分類について　リサーチ　西日暮里へ

　【学習の目的】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

10年以上デザイナーとスタイリストをしながら、TFLと青山ファッションカレッジの講師、文化服装学院の特別講師も行う教員が、
・それぞれの個性の大切さを知り、自分の魅力、発想能力を外に発信していく力を身につけます。
・撮影においてのチームワークの大事さを知ります
・プレゼン、発表を何度も経験することによって人に伝えることに慣れていただきます。
・最初からあきらめず、挑戦する、行動するという事をクセづけます。

　【授業を通じての到達目標】　

アパレル業界に携わることにおいて、スタイリングイメージの構築と分類、簡潔でロジカルな提案は即業界で役立つ知識と経験として重要である。
スタイリングの基本となる、シルエット、テイスト、サイズ、素材、色の影響化における印象の理解と習得を目指し、TPOをわきまえたスタイリングイメージをロジカル
にプレゼンができるようにする。

　【使用教科書・教材・参考書】　 　【授業外における学習】

手嶋 ユキヒロ

ファッション総合演習Ⅱ

授業
形態

演習
総時間
（単位）

60
(4)

担当教員
科目名
（英）

必修
選択

必修 年次 2



開講区分 後期

学科・ｺｰｽ トータルビューティ科ファッションコース 曜日・時間

回 テスト配点

1 予習：シラバスの読み込み

2 復習：リサーチレポート

3 復習：リサーチレポート

4 復習：リサーチレポート

5 総括：グループプレゼン

6 復習：リサーチレポート

7 復習：リサーチレポート

8 総括：グループプレゼン

9 復習：リサーチレポート

10 復習：リサーチレポート

11 復習：リサーチレポート

12 総括：グループプレゼン

13 復習：リサーチレポート

14 復習：リサーチレポート

15 総括：グループプレゼン今までリサーチしてきた情報を整理し、今シーズンのトレンドをテイスト別に分けMAPを作成、ディスカッション

　【特記事項】
調べたブランドの成り立ち・デザイナーも併せて調べ、時代の移り
変わりとどのようにリンクしているか考察をする。

　【評価について】

●小テスト20点、中間テスト20点、定期試験60点　計100点満点

●評価
Ａ評価（90～100点）/Ｂ評価（80～89点）/Ｃ評価（70～79点)
Ｄ評価（60～69点）
Ｅ評価（出席不良・評価資格喪失）/Ｆ評価（0～59点・不合格）

●評価方法
　評価基準に関しては別紙「授業評価表」に則り、点数化し評価
する。

授　業　概　要

フィールドリサーチ⑧表参道ヒルズ　コンセプトショップを中心に気になるブランド、施設全体のリサーチ

第3回　フィールドリサーチまとめディスカッション
⑥⑦⑧をまとめ、各業態の特徴を整理

フィールドリサーチ⑨新宿伊勢丹　コレクションブランドを中心に気になるブランド、施設全体のリサーチ

フィールドリサーチ⑩新宿高島屋　ミセス・アダルトブランドを中心に気になるブランド、施設全体のリサーチ

フィールドリサーチの基本的確認と注意事項
・ファッションリテールの業態別の特徴
・日本のファッショントレンド（MD構成）の把握

フィールドリサーチ①ラフォーレ原宿　ヤングコンセプトを中心に気になるブランド、施設全体のリサーチ

フィールドリサーチ②ルミネエスト　駅ビル系ショップを中心に気になるブランド、施設全体のリサーチ

フィールドリサーチ③渋谷１０９　ヤング・ティーンを中心に気になるブランド、施設全体のリサーチ

第一回　フィールドリサーチまとめディスカッション
①②③をまとめ、各業態の特徴を整理

フィールドリサーチ④神南界隈のセレクトショップを中心に気になるブランド、施設全体のリサーチ

フィールドリサーチ⑤渋谷界隈のファストファッションを中心に気になるブランド、施設全体のリサーチ

パーソナルスタイリスト歴12年の実績と1000人以上のスタイリング経験を活かし、装うことで「似合う、魅力的に見える」要素を理解する。自身のパーソナルな装い
からお客さまが望むスタイリング提案ができるように、洋服の様々な要素や見方、分析や分類を習得していく。
また、某アパレルブランドにて個人売り上げ全国トップの成績を基に構築したカリキュラムを行い、アパレル業界に通用する即戦力の人材を育成する。

　【授業を通じての到達目標】　

ラグジュアリーブランドについて、ブランドの成り立ち、知識・デザイナーについて学び・理解することができる。

　【使用教科書・教材・参考書】　 　【授業外における学習】

第２回　フィールドリサーチまとめディスカッション
④⑤をまとめ、各業態の特徴を整理

フィールドリサーチ⑥渋谷ヒカリエ　３F～４Fを中心に気になるブランド、施設全体のリサーチ

フィールドリサーチ⑦銀座SIX　コレクションブランドを中心に気になるブランド、施設全体のリサーチ

　【学習の目的】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

科目名
（英）

必修
選択

必修 年次 2 担当教員 武藤　和也

ラグジュアリーブランド概論
Luxurious brand outline

授業
形態

演習
総時間
（単位）

60
(4)



開講区分 後期

学科・ｺｰｽ トータルビューティ科ファッション専攻 曜日・時間

回 テスト配点

1

2 4

3

4 4

5

6

7 20

8 パーソナルカラー応用編３
色が見える仕組みとパーソナルカラー

9 パーソナルカラー応用編４
配色法

4

10 パーソナルカラー応用編５
フォーシーズンズ分類

11 パーソナルカラー応用編総復習① 4

12

13 4

14

15 60

　【学習の目的】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

科目名
（英）

必修
選択

必修 年次 2 担当教員 緑川　有香

検定対策Ⅲ
official approal measure

授業
形態

講義
総時間
（単位）

30
(2)

色を扱うプロフェッショナルの知識とコミュニケーションを兼ね備えた講師がパーソナルカラー検定合格に向けた基礎理論から応用理論を講義する
経歴：アパレル販売員として販売実務を１０年以上経験し、その後接客に纏わる研修・運営・マネジメントを８年行ってきた

　【授業を通じての到達目標】　

パーソナルカラー検定取得を目指し、感覚的な似合う・似合わないを超え、論理的で応用できる幅広い色彩技能を身につけることができる

色彩技能パーソナルカラー検定モジュール１・２公式テイスト
問題集

　【使用教科書・教材・参考書】　 　【授業外における学習】

パーソナルカラー総復習（定期テスト）

　【特記事項】
12月上旬にパーソナルカラー検定受験予定 　【評価について】

●小テスト20点、中間テスト20点、定期試験60点　計100点満点

●評価
Ａ評価（90～100点）/Ｂ評価（80～89点）/Ｃ評価（70～79点)
Ｄ評価（60～69点）
Ｅ評価（出席不良・評価資格喪失）/Ｆ評価（0～59点・不合格）

●評価方法
　評価基準に関しては別紙「授業評価表」に則り、点数化し評価
する。

授　業　概　要

パーソナルカラー応用編総復習②

パーソナルカラー分析診断①

パーソナルカラー分析診断②

パーソナルカラー基礎編１、２

パーソナルカラー基礎編３，４

パーソナルカラー基礎編５

パーソナルカラー基礎編６

パーソナルカラー応用編１
色の属性と効果

パーソナルカラー応用編２
表色系

パーソナルカラー基礎編総復習（中間テスト）



開講区分 後期

学科・ｺｰｽ トータルビューティー科 曜日・時間

回 テスト配点

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

　【特記事項】
　【評価について】

●小テスト20点、中間テスト20点、定期試験60点　計100点満点

●評価
Ａ評価（90～100点）/Ｂ評価（80～89点）/Ｃ評価（70～79点)
Ｄ評価（60～69点）
Ｅ評価（出席不良・評価資格喪失）/Ｆ評価（0～59点・不合格）

●評価方法
　評価基準に関しては別紙「授業評価表」に則り、点数化し評価
する。

メイク道具一式、筆記用具、配布プリント用ファイル

授　業　概　要

撮影コンセプト作成
モデル施術練習

衣装決め・場所決め

モデル施術実施
撮影フレーム作成

作品撮り実施

40点

60点

　【学習の目的】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

ショップ販売員・モデル活動を経て現在はスタイリストとして活動している講師が様々なお客様へのスタイリング方法を教え、またスタイリストとしての仕事について
実習・講義を行い学生たちがアドバイザーだけではなくスタイリストアシスタントしても活躍できる知識を得ることができる。

　【授業を通じての到達目標】　

自身の技術を作品撮りに提供できるようになる

　【使用教科書・教材・参考書】　 　【授業外における学習】

矢澤　勇

撮影実習

授業
形態

演習
総時間
（単位）

15
（1）

担当教員
科目名
（英）

必修
選択

必須 年次 2


